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Ⅰ. DerZweck vorliegenderUntersuchung istzweierleiArt. ∫)er
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初の測定は日本で本多とその協同者たち(本多 ･曾禰 1914,石原 1914,本多 ･石
原 1915)によってなされたものである｡WeissとFoex(1911)の ㌃鉄の磁化率
の測定をやっているが,その温度範囲にはネール点が含まれていない. 本 多 ら は







にっいてふれながら,おそらく文献整理段階におけるミスのために,本多 ･ 曾頑 の
1914年の2論文のうち,最 も歴史的なというべき早い方の論文,すなわちこのMn









































































































20) この時の須藤とのや りとりを.曾頑は次のように記憶 している :｢私,骨頑 とい
う者で,2部 3の組にお ります者ですが,理科の方-行 く志望なんでございますけど
も,先生,学校の実験の機械を使わせて実験をさしてくれませんか｣そしたら先生が
















清蔵らがいる｡長く三高の物理の教授をした｡ 1905(明治 38)年 6月から 1909
(明治 42)年 9月にかけて 『実験及理論物理学』全 5冊 (『重学及物性論』, 『熱
学』, 『音響学』, 『光学』, 『電気磁気学』)を積善舘から順次刊行 した｡ 骨弥の
読んだのは,それの第 1冊 『重学及物性論』であろうと推察される｡この本は,明治













































27) 骨頑によれば,本多のかいたこの観測の記事が 『東京物理学校雑誌』第 180号に
のっており,その末尾に,一高生の曾禰武君が熱心に協力してくれた.という事がか
いてあるそうである｡ このセイシの観測は東北大に移ってからも本多は学生たちと一



































































人は ｢Narrow (曾繭はここで身振 りと声色をつかい,一寸両手を拡げて肩をすくめ
るような恰好をしながら裏声で Narrow と言った ),Narrowinspace｣とか何とか言
ったO骨禰が外人から始めて教わった英語はcrestとnarrowの2語であった0











高の3年級の最後第 3学期のとき｣という言葉の方が,註 19の ｢2年になって 1学
期は4月から始まるが｣という言葉より信感性があると思われる｡多分後者は,より
正確には ｢翌年の4月から始まった第 3学期 -･｣とでもいうべき所を,不用意に,
｢2年の1学期 -｣ という風に述べてしまったものであろう｡
35) 本多は,東北帝大理科大学開設を前に教授に内定,1907年 2月独英両国-物
理学研究のため満 3ヶ年の予定で留学を命ぜられ,1907年 4月 17日横浜を出航し,
予定を1ヶ年延長して,1911年 2月アメリカ経由で帰国した｡
36) この時の様子を曾頑はありありと覚えている｡ ｢われわれ 7人の実験物理の生徒
が田中舘先生に連れられて見てお りました｡そしたら,ずうっと代々木の練兵ばの一
番先を日野大尉のプレリオ機がずうっと100mばかり滑走しまして,そのうちアガッ
タ,アガッタ,アガッタ,アガッタと思ってですね,アガッタ,アガッタ,アガッタ
と言っていると,ずうっとこっちの方-向かったかと思うと,パタッとおち●ちゃった｡
それから自動車をもってる人は自動車でかけつけまして｡幸いにして,ひっくら返っ
ただけで怪我はしなかった｡そしたら,今度はこっちに,われわれのすぐそばにいた
徳川大尉 (ファルマン機 )があせりましてね,もう夕方になりましたもんで少しあせ
ったんでしょうね,敗けちゃいられないというわけでもって,ブルブウブルブウやっ
ていました,そのうち,タタタタタッていってずっと滑走してゆきましたら,20m
か30m かさきに,代々木の練兵ばの道が泥にまみれないためには少し高くなってい
る,その一尺ばかり高くなっているのに滑走してぶっつけちゃった.それでおしまい
です｡｣
37) 曾繭の人生上の煩悶とはつぎのような事であった｡ ｢何のために人間は生きてい
るのか｡自分の毎日やっている仕事は,幾何にしても物理にしても,ちゃんと証明と
いうことをやっている｡例えばピタゴラスの定理にしても作図して,証明して,それ
で納得できる｡物理だって,ある理論が正しいかどうかは実験でたしかめている｡と
ころが,たった一つしかない人生を.証明なしに,ただ都合よく大学に入ったから,
自分が好きだから,といってやっていていいのか,どこにそれでよいという証明があ
るのか｡お前は一生たった一度 しかない人生コースをこの道より他にないと,他の道
と比べもしないでやって.それでいいのか｡それが不安でしょうがないO何でも証明
でやっている理科-行きながら,大事な自分の-生っていうものが,すらすらと一高 ･
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東大-入って好きなものをや り出したんだけども,果 してそれが証明なしでいいのか｡
そういう事を考え出すと,図書館-行った時も見れども見ず,開けども開かずで煩悶
しちゃった｡｣
38) 長岡半太郎も大学-入った時一年休学したなどと相づちを打ちながら,私が真面
目くさって,註 37の曾頑の話を聞いていたら, 曾頑は急にいたずらっぽい表情をう
かべ,ちょっと声をひそめるようにして.次のような話をした｡ ｢ところが,それは
表向きの話でね,(おや,こんな所に書かれちゃ-･･)本当は自分がね,こんな事言
うと自分を威張って言 うんじゃございませんが,どこ-行っても私は首席になっちゃ
うんですよ,小学校のときは飛び級 しましたしねOそれで少々お天狗になっちゃったO
神戸の-中から2年の2学期のはじめに開成中学に転校したんですが,神戸-中では
まだ幾何がなかったのに開成では幾何をやっていて,転入試験に幾何の問題が出た｡
三角形の2辺の和は他の1辺よりも大なりというような,何かそんなことだったが,
それを正三角形で証明するというような幼稚なことをやった｡転学してから数学の先
生に呼ばれて, ｢東京の学生はよく勉強するから非常によくできる｡あなたは勉強し
ないと落第するよ｣といわれた｡2年から3年になるときは17-8番だったが,3年
から4年になる時に首席になった｡4年から5年になる時も首席だった｡一高-も勉
強しないのにすらすら入ってしまった｡それで少しお天狗になった｡当時,一高は全
国どこからでも受験できたから,東京で体格検査を受けて通るかどうか体格は自信が
なかったので,仙台で受験した｡どうせ知ってる事を聞かれるんだから勉強する必要
はないのだなどと放言して,ボールとミットをもって辻村伊助という同級生と2人で
試験の1ケ月くらい前から仙台-行って,仙台ではキャッチ ･ボールなんかばかりし
ていた｡それで一高にすらすら入って,すっかりお天狗になってしまった｡ところが
そこ-入って来たのが竹内端三だとかの秀才ばかりなんですね｡ こっちはちっとも勉
強しない,体が弱いから,自分の好きな実験物理学者として夜も観測しなくちゃなら
ないし,昼間もじめじめした地下室で実験するのには体が大事だというわけで,少し
も勉強しなかった｡だんだん成績がおちちゃった｡片っ方は日比谷の中学から来た秀
才で,ちっとも運動なんかしないで勉強ばか りしていい成績をあげている｡それで,
今まで自分が経験した事のないような劣等感を抱いた｡自分をできると思っていたら
駄目だった,自分はできない,自分より出来る奴が沢山いるなあと思って,一種煩悶
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したO恥かしい方面からいえば,こういうことです 039]
39) 曾頑は,この事をも大学卒業が1年おくれた理由として語ったけれども,これは
むしろ一高時代の経験であるように思われるO骨頑が一高卒業直前に受洗している事
を考えると,註 37に述べられたような人生上の煩悶が,大学での骨禰の落第の主因
であると思われる｡それまで,いわば実験物理の道一筋と思い定めていた骨繭の前に
もっと別の,曾頑にとってより根底的な人生の道が啓示されたのだから｡ 骨頑 が註
38の話をつけ加えたのは,註 37の話だけでは,落第の理由として話がきれいごと
すぎると曾繭が感じ,曾頑の一種の平衡感覚から, ｢恥かしい方面から｣の話を語 り
加えたのであろうO
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